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１．計画の概要



大阪都市再生
環状道路

（１） 事業の位置付け ≪大阪都市再生環状道路‐１≫
［P.1］



大阪都市再生環状道路

近畿圏の広域高速道路
ネットワークの強化

（１） 事業の位置付け ≪大阪都市再生環状道路‐２≫

淀川左岸線（2期）
L=4.3 ㎞淀川左岸線（１期） 淀川左岸線延伸部
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淀川左岸線(１期)

淀川左岸線 10.0ｋｍ

淀川左岸線(２期) 4.3ｋｍ
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（２） 計画路線の概要 ① 淀川左岸線（2期）

平面位置図

西行 東行

淀川左岸線（2期）

歩行者専用道

潤いのある憩いの空間

環境や景観に配慮した地下構造

淀川南岸線 緑地

良好な環境の創出

安全で快適な歩行者空間

淀川

西行 東行

淀川左岸線（２期）断面イメージ
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淀川南岸線

淀川左岸線(2期)
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（２） 計画路線の概要 ② 淀川南岸線 ［P.4］
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（３） 計画ル－トの状況 ≪海老江ジャンクション付近‐1≫ ［P.5］



（３） 計画ル－トの状況 ≪海老江ジャンクション付近‐2≫

高見1号

トンネル構造
掘割・高架

構造

淀川

高速道路 → 高速道路

高速道路 → 一般道路

海老江下水処理場

海老江
下水処理場
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（３） 計画ル－トの状況 ≪大淀出入口付近‐1≫
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（３） 計画ル－トの状況 ≪大淀出入口付近‐2≫
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（３） 計画ル－トの状況 ≪豊崎出入口付近‐1≫ ［P.9］



（３） 計画ル－トの状況 ≪豊崎出入口付近‐2≫

淀川左岸線延伸部淀川左岸線（2期）

高速道路 → 一般道路

一般道路 → 高速道路
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２．河川協議の元となる
技術検討報告書における
施工手順について



矢板式仮締切
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土堤仮締切

仮設堤防
凡 例

土堤仮締切

←市街地側 河川側→

約15m

仮設堤防設置

←市街地側 河川側→

約20m

矢板式仮締切
仮設堤防設置

既設堤防 既設堤防

河川協議の元となる技術検討報告書における施工手順について
［P.11］

仮 設 堤 防 断 面 図



③ 本体躯体築造

④ 堤防・上面整備

① 仮設堤防

② 地盤改良

仮設堤防（土提仮締切）設置

盛土（圧密沈下促進後に撤去）

本体躯体築造（土留、掘削、躯体構築、埋戻）

上面整備 護岸整備

←市街地側 河川側→ ←市街地側 河川側→

←市街地側 河川側→ ←市街地側 河川側→

地盤改良

【土提仮締切部】

既設堤防の開削に先立ち、治水上
の安全性確保を図るため、仮締切堤
（土堤仮締切）の設置を行います。

トンネル本体の地震対策及び沈下
対策として、沈下促進工法（地盤改
良＋盛土）を行います。

トンネル本体を築造するための
土留め、掘削を行った後に躯体を
構築します。

仮設堤防を緩やかな勾配の堤
防に復旧し、トンネル本体の上面
整備を行います。

既設堤防

トンネル本体

施工箇所

施工済

【 凡 例 】

河川協議の元となる技術検討報告書における施工手順について
［P.12］



③ 本体躯体築造

④ 堤防・上面整備

① 仮設堤防

② 地盤改良

仮設堤防（矢板式締切）設置

盛土（圧密沈下促進後に一部撤去）

本体躯体築造（土留、掘削、躯体構築、埋戻）

上面整備

仮設堤防撤去

護岸整備

←市街地側 河川側→ ←市街地側 河川側→

←市街地側 河川側→ ←市街地側 河川側→

地盤改良

仮設堤防設置後、既設の堤防を撤去します。

既設堤防の開削に先立ち、治水上の安全性
確保を図るため、仮締切堤（矢板式締切）の設
置を行います。

【鋼矢板二重締切部】

トンネル本体の地震対策及び沈下対策として、沈下促
進工法（地盤改良＋盛土）を行います。

仮設堤防を緩やかな勾配の堤防に復旧し、トンネル
本体の上面整備を行います。

トンネル本体を築造するための土留め、掘削を行っ
た後に躯体を構築します。

施工箇所

施工済

【 凡 例 】

既設堤防

ランプ部トンネル本体

河川協議の元となる技術検討報告書における施工手順について
［P.13］



３．今年度の事業と今後の予定



淀川左岸線（2期）

淀川南岸線

③仮設船着場設置

④阪急交差部トンネル工事

②河川仮設堤防工事

■工事工程

①公園施設撤去工事

工事名 工事担当 着手予定時期

①公園施設撤去工事 大阪市建設局 平成30年度秋頃

②河川仮設堤防工事 淀川河川事務所 平成30年度秋頃

③仮設船着場設置工事 大阪市建設局 平成30年度秋頃

④阪急交差部トンネル工事 阪急電鉄 平成30年度秋頃

（１） 平成30年度 工事の実施箇所
［P.14］



（２） 現在実施の工事概要 ≪工水管撤去工事の予定≫

工水管撤去延長 L≒4.1km

過年度撤去済み
H30年度撤去予定
H31年度以降撤去予定

H29～H30 H30～H31

H30～H31 H30～H31 H30～H31

H31以降 H31以降 H31以降 H31以降 H31以降H31以降

済

［P.15］

済
済



（３） 現在実施の工事概要 ≪工水管撤去工事≫

工事用道路

万能塀

万能塀

吸音板の設置
（取壊し部）

⇒
淀川

河川堤防
淀川南岸線

○ 施工イメージ

工水管
（工業用水導水施設）
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（４） 人道橋の撤去

人道橋の撤去（５箇所）

H30年度撤去予定
H31年度以降撤去予定

ラサ小橋

［P.17］

鷺洲二之橋 鷺洲一之橋 中津二之橋 中津一之橋



○位置図

国道２号 阪高池田線 ＪＲ神戸線

野球場 ４面、 少年野球場 ２面、 サッカー場 １面、 テニスコート ３面

駐車場、 バーベキュー広場

○施設内容

（５） 淀川河川公園 海老江地区の休止について ［P.18］

○閉鎖期間 平成３０年９月３日(月)(予定)～平成３７年３月３１日(日)(予定)

○淀川左岸線２期の工事に伴い、淀川河川公園海老江地区を休止



河川堤防

淀川南岸線
（側道）

③下水
移設

②水道、ガス等
移設

民地側

淀川南岸線

［P.20］

○ 国道２号付近（西側）イメージ

（６） 現在実施の工事概要 ≪埋設管移設≫ ［P.19］

①工水管
撤去

※淀川南岸線（側道）全線に
おいて、水道・ガス・下水等
の移設工事を順次予定し
ております。

トンネル本体



調査・設計

○自然環境調査

・保全に関する調査、検討を継続実施

○土壌調査

・現地未調査地点での調査、及び
詳細調査などを継続実施

○埋蔵文化財調査

・試掘調査を継続実施

○設計業務

・道路トンネルなどの
設計・検討を継続実施

［P.21］（７） 今後の予定 ≪H30年度≫ ［P.20］


